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【利根川上流河川事務所】防災教育の支援（出前講座）【取組34】
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【行田市】住民等への情報伝達方法の改善【取組９】

◇避難情報等電話配信サービスの導入

昨年度までの経緯・背景
○令和元年東日本台風において、大雨と強風により防災行政無線が聞こえにくい
状況の中、緊急情報の入手が比較的困難な高齢者等に対して確実な情報伝達が
できなかった。特に、携帯電話やスマートフォンをお持ちでない方や緊急速報
メールを受信できない方に対する有効な情報伝達手段を有しておらず、対応に
苦慮していた。

実施内容・今年度の実施状況
○あらかじめ登録した方の固定電話または携帯電話に架電し、避難情報や避難所
開設情報等の緊急情報を音声で配信する。

○市報、市ホームページへの掲載に加え、出前講座や民生委員の訪問によりサー
ビスの周知を図っている。

実施効果
○緊急情報の入手方法が防災行政無線に限られていた方に対し、情報を確実に伝
達することができる。
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【桶川市】電話応答装置の導入【取組９】

◇作成例
昨年度までの経緯・背景
防災行政無線の放送については、聞き取りづらいという意見が寄せられることが多く、
災害時等の情報伝達手段の多重化が課題であった。

実施内容・今年度の実施状況
特定の電話番号に電話することで、防災行政無線の内容を聞くことができる電話応答装
置を導入した。

実施効果（特に令和元年東日本台風にかかわるもの）
住民に対してより多くの情報伝達手段を確保することができた。
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【杉戸町】住民や教職員を対象とした出前講座（講習会）の実施【取組３４】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮した避難所訓練

○第１弾 小学校区の自主防災会の代表者と避難所に配置した町職員による避難所の開設・運営訓練

○第２弾 上記の訓練を行った小学校の教員への避難所訓練（防災講座）

【第１弾 訓練の様子】

【第２弾 訓練の様子】


